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第４章 草津川跡地利用基本構想

 

２）草津川跡地の整備のねらい 

 

階層的な効果を発揮する仕組みづくり 

草津川跡地は、単なる公園整備にとどまらず、草津市の強みである現状の資源・特性の活用や観光・

福祉の充実などを重視しながら、草津市が将来発展していくために必要な様々な機能を持ち合わせ、

それらが複合的・階層的に効果を発揮していくための仕組みづくりを行うことを前提としています。

さらに、災害などの非常時・緊急時には整備区間の全域が防災空間として機能するよう、安全で安心

なまちを提供するための基盤強化を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●環境 
 ◆豊かな自然環境 
 ◆自然景観 
 ◆琵琶湖とのエコイメージ 
 ◆連続したまとまった緑 

●観光資源
 ◆歴史観光資源 
  洪水の歴史、人工堤体、桜並木、
  草津川マンポ、歴史的景観 
 ◆都心の中の自然景観 
 ◆開放感を与える眺望 
 ◆宿場のまちなみとの融合 

●広大な空間 
 ◆防災空間 
 ◆緑の空間 

●防災の機能 
 ◆防災広場の機能 
  一時避難地＊、仮設住宅地、救護所、防火用水施設、 
   緊急給水施設、ヘリポート、倉庫 

 ◆防災道路の機能 

  避難通路、物資輸送路 
 

草津川跡地整備による非常時（災害時）の機能 

●憩い・うるおいの機能
 ◆公園の機能 
 ◆広場の機能 
  朝市広場、多目的広場、 
  屋外コンサート広場 
 ◆自然との触れ合い機能 
  緑道、ビオトープ＊、 
  市民農園＊、 
  ガーデニング 

●交通の機能 
 ◆道路の機能 

●歴史の機能 

●にぎわいの機能 
 ◆観光の機能 
 ◆商業活性化の機能 

●福祉の機能 

草津川跡地整備による日常時の機能 

草津川跡地の現状の資源・特性 

注：文中の＊は「参考資料 用語解説」で用語の解説を記載しています。 




